
 

 

 

 

各選挙区の状況 

（徳島県、香川県、愛媛県、高知県） 

 

 

資料 



 

３６ 徳 島 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-37,620、-5.0%） 714,242 751,862 

議員定数 2 2 

（アダムズ方式の結果） （±0）  2  

議員一人当たり人口 357,121 375,931 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.300 （対鳥取県 285,029）1.319 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

徳 島 １区 418,670 437,329 1.527 1.543 1.416 1.390 最大 ▲4.3% 

徳 島 ２区 295,572 314,533 1.078 1.109 1.000 1.000 最小 ▲6.0% 

計 714,242 751,862       

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 22年国調による区割り（平成25年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・徳島東部地域定住自立圏 

【徳島市、小松島市、勝浦郡（勝浦町、上勝町）、佐那河内村、名西郡（石井町、神山

町）、板野郡（松茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町）】 

・南阿波定住自立圏 

【阿南市、那賀町、海部郡（牟岐町、美波町、海陽町）】 

 

 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  なし 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  なし 
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２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

第１２１回国会の区割り案は、第８次選挙制度審議会の選挙区割りの基準を

前提として考える場合、基準を極力満たす配慮がなされている点については、

評価されるものであるが、なお、以下の問題点が指摘される。 

(1) 第３区については、名西郡及び麻植郡を入れたとしても、全国の議員１人

当たりの人口の３分の２を下回ることとなっていること。 

(2) 第３区については、名西郡及び麻植郡と他の地域が国道１９３号線で結ば

れており、飛地とは認定されないものの、同地域の地勢、交通状況を考える

と地域の一体性があるとは受け取られにくいこと。 

(3) 板野郡松茂町を第１区とし、同町を除く板野郡を第２区とした場合、板野

郡を分割した選挙区となり、地域の一体性が阻害されるおそれがあること。 

＜採否＞ 

不採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時 

＜知事意見＞ 

平成８年 10 月及び昨年６月の２回の総選挙において、ようやく現在の区割

りが県民の中で定着してきたところであり、現状のままでお願いしたい。 

＜採否＞ 

不採択 

＜改定内容＞ 

１区、２区、３区の人口調整 

板野郡松茂町：１区→２区、 

美馬郡の南部５町村（半田町、貞光町、穴吹町、一宇村、木屋平村）：２区→３区 

 

 (3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

作成方針に記載されているとおり、市町村や郡を分割することなく、「地勢、

交通その他の自然的社会的条件」について、本県の実情・生活実態を十分踏ま

えた上で、地域の一体性が損なわれることがないよう検討されたい。 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１減（３→２） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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３７ 香 川 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-30,439、-3.1%） 938,896 969,335 

議員定数 3 3 

（アダムズ方式の結果） （±0）  3  

議員一人当たり人口 312,965 323,112 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.140 （対鳥取県 285,029）1.134 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

香 川 １区 367,890 370,985 1.342 1.309 1.330 1.288 最大、高松市分割 ▲0.8% 

香 川 ２区 294,482 310,355 1.074 1.095 1.065 1.078 高松市・丸亀市分割 ▲5.1% 

香 川 ３区 276,524 287,995 1.009 1.016 1.000 1.000 最小、丸亀市分割 ▲4.0% 

計 938,896 969,335        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・瀬戸・高松広域連携中枢都市圏 

【高松市、さぬき市、東かがわ市、小豆郡（土庄町、小豆島町）、三木町、直島町、

綾川町】 

・瀬戸内中讃定住自立圏 

【丸亀市、善通寺市、仲多度郡（琴平町、多度津町、まんのう町）】 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  高松市（１区・２区）、丸亀市（２区・３区）  

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  高松市選挙区(１区・２区)、丸亀市選挙区(２区・３区) 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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琴

平
町

、
多

度
津

町
、
ま
ん
の

う
町

坂
出

、
宇

多
津

広
域

行
政

事
務

組
合

坂
出

市
、
宇

多
津

町

香
川

県
東

部
清

掃
施

設
組

合
さ
ぬ

き
市

、
東

か
が

わ
市

、
三

木
町

三
木

・
長

尾
葬

斎
組

合
さ
ぬ

き
市

、
三

木
町

小
豆

島
中

央
病

院
企

業
団

土
庄

町
、
小

豆
島

町

香
川

県
広

域
水

道
企

業
団

香
川

県
、
県

内
全

市
、
土

庄
町

、
小

豆
島

町
、
三

木
町

、
宇

多
津

町
、
綾

川
町

、
多

度
津

町
、
琴

平
町

、
ま
ん
の

う
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

香
川
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
県

内
全

市
町
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３８ 愛 媛 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-53,791、-3.9%）1,323,375 1,377,166 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （-1）  3  

議員一人当たり人口 330,844 344,292 

（アダムズ方式の結果に基づく） (441,125)  

都道府県間格差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.205 （対鳥取県 285,029）1.208 

（アダムズ方式の結果に基づく） ((対鳥取県 274,640）1.606)  

 
 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

愛 媛 １区 461,298 462,196 1.683 1.630 1.669 1.546 最大、松山市分割 ▲0.2% 

愛 媛 ２区 285,467 299,040 1.041 1.055 1.033 1.000 松山市分割 ▲4.5% 

愛 媛 ３区 300,179 313,430 1.095 1.106 1.086 1.048  ▲4.2% 

愛 媛 ４区 276,431 302,500 1.008 1.067 1.000 1.012 最小 ▲8.6% 

計 1,323,375 1,377,166       

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

  

１ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・松山圏域 

【松山市、伊予市、東温市、久万高原町、伊予郡（松前町、砥部町）】 

・宇和島圏域定住自立圏 

【宇和島市、北宇和郡（松野町、鬼北町）、愛南町】 

（以下参考） 

・今治市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

 (1) 市区町村の分割  松山市（１区・２区） 

 

 (2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  松山市・上浮穴郡選挙区（１区・２区・４区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

第８次選挙制度審議会の区割り案のうち、第１区、第２区の区域については、

第１区を松山市の一部、伊予市、上浮穴郡、伊予郡、温泉郡重信町及び川内町、

第２区を松山市の一部、今治市、北条市、越智郡、温泉郡中島町とするよう要

請する。 

＜採否＞ 

不採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

市町村合併により第２区と第４区に分割されている喜多郡内子町は、第４区

に帰属させるべきである。 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

４区の人口調整（喜多郡内子町の一部：２区→４区、伊予市：２区→４区） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

＜改定内容＞ 

２区及び４区の人口調整 

（上浮穴郡久万高原町：２区→４区、松山市の一部：１区→２区） 
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平
成
１
２
年
国
調
に
よ
る
区
割
り
（
平
成
１
４
年
法
改
正
）
以
降
の
廃
置
分
合
等
の
状
況

（
別
紙
）

愛
媛
県

平
成

1
5
年

4
月

1
日

編
入

合
併

新
居

浜
市

に
い

は
ま

し

新
居

浜
市

に
い

は
ま

し

、
宇

摩
郡

別
子

山
村

う
ま

ぐ
ん

べ
っ

し
や

ま
む

ら
３
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

4
月

1
日

新
設

合
併

四
国

中
央

市
し

こ
く
ち

ゅ
う
お

う
し

川
之

江
市

か
わ

の
え

し

、
伊

予
三
島

市
い

よ
み

し
ま

し

、
宇

摩
郡
新

宮
村

う
ま

ぐ
ん

し
ん

ぐ
う

む
ら

、
同
郡
土
居
町

ど
い

ち
ょ

う
３
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

4
月

1
日

新
設

合
併

西せ
い

予よ

市し

東
宇

和
郡

明
浜

町
、
同

郡
宇

和
町
、
同
郡

野
村
町
、
同
郡
城
川
町

、
　
西
宇
和
郡
三

瓶
町

ひ
が

し
う

わ
ぐ

ん
あ
け

は
ま

ち
ょ

う
う

わ
ち

ょ
う

の
む

ら
ち

ょ
う

し
ろ

か
わ

ち
ょ

う
、

に
し

う
わ

ぐ
ん

み
か

め
ち

ょ
う

４
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

8
月

1
日

新
設

合
併

久
万

く
ま

高
原

こ
う
げ

ん

町ち
ょ
う

上
浮

穴
郡

久
万

町
、
同

郡
面

河
村
、
同
郡
美
川
村

、
同
郡
柳

谷
村

か
み
う
け
な
ぐ
ん
く
ま
ち
ょ
う
　
　
　
　
 
 
 
お
も
ご
む
ら
 
　
　

　
　

　
み

か
わ

む
ら

 
 
　

　
　

　
や

な
だ

に
む

ら
４
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

9
月

2
1
日

新
設

合
併

東と
う

温お
ん

市し

温
泉

郡
重

信
町

お
ん
せ
ん
ぐ
ん
し
げ
の
ぶ
ち
ょ
う

、
同

郡
川

内
町

か
わ
う
ち
ち
ょ
う

２
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

上
島

町
か
み
じ
ま
ち
ょ
う

越
智

郡
お

ち
ぐ

ん

魚
島

村
う
お
し
ま
む
ら 、
同

郡
弓

削
町

ゆ
げ

ち
ょ

う

、
同
郡
生
名
村

い
き

な
む

ら

、
同
郡
岩
城
村

い
わ

ぎ
む

ら
２
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

愛
南

町
あ
い
な
ん
ち
ょ
う

南
宇

和
郡

内
海

村
み
な
み
う
わ
ぐ
ん
う
ち
う
み
む
ら

、
同

郡
御

荘
町

み
し
ょ
う
ち
ょ
う 、
同
郡
城
辺
町

じ
ょ

う
へ

ん
ち

ょ
う

、
同
郡
一
本

松
町

い
っ

ぽ
ん

ま
つ

ち
ょ

う 、
同
郡
西
海
町

に
し

う
み

ち
ょ

う
４
区

愛
媛
県

平
成

1
6
年

1
1
月

1
日

新
設

合
併

西
条

市
さ
い

じ
ょ
う
し

西
条

市
さ
い
じ
ょ
う
し 、
東

予
市

と
う

よ
し

、
周

桑
郡

小
松

町
し
ゅ
う
そ
う
ぐ
ん
こ
ま
つ
ち

ょ
う

、
同
郡
丹
原
町

た
ん

ば
ら

ち
ょ

う
３
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
日

編
入

合
併

松
山

市
ま

つ
や

ま
し

松
山

市
ま

つ
や

ま
し

、
北

条
市

ほ
う
じ
ょ
う
し 、
温

泉
郡

中
島

町
お
ん
せ
ん
ぐ
ん
な
か
じ
ま
ち

ょ
う

１
、
２
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
日

新
設

合
併

砥
部

町
と

べ
ち

ょ
う

伊
予

郡
い

よ
ぐ

ん

砥
部
町

と
べ

ち
ょ

う

、
同

郡
広

田
村

ひ
ろ

た
む

ら
２
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
日

新
設

合
併

内
子

町
う
ち
こ
ち

ょ
う

喜
多

郡
き

た
ぐ

ん

内
子

町
う
ち
こ
ち
ょ
う 、
同

郡
五

十
崎

町
い

か
ざ

き
ち

ょ
う

、
上

浮
穴
郡
小
田
町

か
み

う
け

な
ぐ

ん
お

だ
ち

ょ
う

４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
日

新
設

合
併

鬼
北

町
き
ほ

く
ち
ょ
う

北
宇

和
郡

広
見

町
き

た
う

わ
ぐ

ん
ひ

ろ
み

ち
ょ

う

、
同

郡
日

吉
村

ひ
よ

し
む

ら
４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
1
日

新
設

合
併

大
洲

市
お

お
ず

し

大
洲

市
お

お
ず

し

、
喜

多
郡
長

浜
町

き
た
ぐ
ん
な
が
は
ま
ち
ょ
う

、
同

郡
肱
川
町

ひ
じ
か

わ
ち

ょ
う 、
同
郡
河
辺
村

か
わ

べ
む

ら
４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

1
月

1
6
日

新
設

合
併

今
治

市
い

ま
ば

り
し

今
治

市
い

ま
ば

り
し

、
越
智
郡
朝
倉
村

お
ち

ぐ
ん

あ
さ

く
ら

む
ら

、
同
郡
玉
川
町

た
ま
が

わ
ち

ょ
う 、
同
郡
波
方
町

な
み

か
た

ち
ょ

う 、
同
郡
大
西
町

お
お

に
し

ち
ょ

う 、
同
郡
菊
間
町

き
く

ま
ち

ょ
う 、
同

郡
吉

海
町

よ
し
う
み
ち
ょ
う 、
同
郡

宮
窪

町
み
や
く
ぼ
ち
ょ
う 、
同
郡

伯
方
町

は
か
た

ち
ょ

う 、
同
郡

上
浦
町

か
み

う
ら

ち
ょ

う 、
同
郡

大
三
島
町

お
お

み
し

ま
ち

ょ
う 、
同
郡

関
前
村

せ
き

ぜ
ん

む
ら

２
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

3
月

2
8
日

新
設

合
併

八
幡

浜
市

や
わ

た
は

ま
し

八
幡

浜
市

や
わ

た
は

ま
し

、
西

宇
和

郡
保

内
町

に
し
う
わ

ぐ
ん

ほ
な

い
ち

ょ
う

４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

4
月

1
日

新
設

合
併

伊
予

市
い

よ
し

伊
予

市
い

よ
し

、
伊

予
郡

中
山

町
い

よ
ぐ
ん

な
か

や
ま

ち
ょ
う

、
同

郡
双
海
町

ふ
た
み

ち
ょ
う

４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

4
月

1
日

新
設

合
併

伊
方

町
い

か
た
ち
ょ
う

西
宇

和
郡
伊

方
町

に
し
う
わ

ぐ
ん

い
か

た
ち

ょ
う

、
同

郡
瀬

戸
町

せ
と

ち
ょ

う

、
同
郡
三
崎
町

み
さ
き
ち
ょ
う

４
区

愛
媛
県

平
成

1
7
年

8
月

1
日

新
設

合
併

宇
和

島
市

う
わ

じ
ま

し

宇
和

島
市
、
北

宇
和

郡
吉

田
町
、
同
郡
三
間
町

、
同
郡
津

島
町

う
わ

じ
ま

し
き
た
う
わ

ぐ
ん

よ
し
だ
ち
ょ
う

み
ま
ち
ょ
う

つ
し
ま
ち
ょ
う

４
区

都
道
府
県

関
係
選
挙
区

期
日

新
市

町
村

名
旧
市
町
村
名

状
況
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愛
媛

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

松
山

衛
生

事
務

組
合

松
山

市
、
東

温
市

、
砥

部
町

愛
媛

県
市

町
総

合
事

務
組

合
西

条
市

、
大

洲
市

、
伊

予
市

、
四

国
中

央
市

、
西

予
市

、
東

温
市

、
県

内
全

町
ほ

か

松
山

市
、
東

温
市

共
有

山
林

組
合

松
山

市
、
東

温
市

松
山

養
護

老
人

ホ
ー
ム
事

務
組

合
松

山
市

、
伊

予
市

、
東

温
市

伊
予

市
松

前
町

共
立

衛
生

組
合

伊
予

市
、
松

前
町

伊
予

市
・
伊

予
郡

養
護

老
人

ホ
ー
ム
組

合
伊

予
市

、
松

前
町

、
砥

部
町

大
洲

・
喜

多
衛

生
事

務
組

合
大

洲
市

、
伊

予
市

、
内

子
町

、
砥

部
町

高
知

県
宿

毛
市

愛
媛

県
南

宇
和
郡
愛
南
町
篠
山
小
中
学
校
組
合

愛
南

町
、
宿

毛
市

（
高

知
県

）

八
幡

浜
地

区
施

設
事

務
組

合
八

幡
浜

市
、
西

予
市

、
伊

方
町

伊
予

地
区

ご
み

処
理

施
設

管
理

組
合

伊
予

市
、
松

前
町

大
洲

喜
多

特
別

養
護

老
人

ホ
ー
ム
事

務
組

合
大

洲
市

、
内

子
町

伊
予

消
防

等
事

務
組

合
伊

予
市

、
松

前
町

、
砥

部
町

南
予

水
道

企
業

団
宇

和
島

市
、
八

幡
浜

市
、
西

予
市

、
伊

方
町

宇
和

島
地

区
広

域
事

務
組

合
宇

和
島

市
、
松

野
町

、
鬼

北
町

、
愛

南
町

伊
予

市
外

二
町

共
有

物
組

合
伊

予
市

、
松

前
町

、
砥

部
町

津
島

水
道

企
業

団
宇

和
島

市
、
愛

南
町

大
洲

地
区

広
域

消
防

事
務

組
合

大
洲

市
、
内

子
町

松
山

広
域

福
祉

施
設

事
務

組
合

松
山

市
、
伊

予
市

、
東

温
市

、
久

万
高

原
町

、
松

前
町

、
砥

部
町

八
幡

浜
・
大

洲
地

区
広

域
市

町
村

圏
組

合
八

幡
浜

市
、
大

洲
市

、
西

予
市

、
内

子
町

、
伊

方
町

愛
媛
地

方
税

滞
納

整
理
機

構
県

内
全

市
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

愛
媛
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
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３９ 高 知 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-37,539、-5.2%） 687,501 725,040 

議員定数 2 2 

（アダムズ方式の結果） （±0）  2  

議員一人当たり人口 343,751 362,520 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.252 （対鳥取県 285,029）1.272 

 

 

Ⅱ 各選挙区の状況 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

高 知 １区 362,181 376,297 1.321 1.327 1.113 1.079 最大、高知市分割 ▲3.8% 

高 知 ２区 325,320 348,743 1.187 1.230 1.000 1.000 最小、高知市分割 ▲6.7% 

計 687,501 725,040       

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 22年国調による区割り（平成25年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・れんけいこうち広域都市圏 

【高知市、安芸市、南国市、土佐市、須崎市、香南市、香美市、安田町、馬路村、

芸西村、長岡郡（本山町、大豊町）、土佐郡（土佐町、大川村）、吾川郡（いの町、仁淀川

町）、中土佐町、佐川町、越知町、日高村、津野町】 

・幡多地域定住自立圏 

【宿毛市、四万十市、土佐清水市、幡多郡（大月町、三原村、黒潮町）】 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  高知市（１区・２区） 

 

(2) 郡の分割  なし 

    

(3) 県議選挙区の分割  高知市選挙区（１区・２区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

第８次選挙制度審議会における区割り案によることはやむを得ないものと考

えます。 

＜採否＞ 

区割り変更 

 

(2) 平成 14年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

現行区割りにより過去２回の総選挙が実施され、選挙人にあっては制度が浸

透していますので、現行の選挙区をそのまま維持すべきと考えます。 

＜採否＞ 

不採択 

＜改定内容＞ 

１区、２区、３区の人口調整 

（高知市の一部：１区→２区、吾川郡伊野町及び吾北村：２→３区） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

高知市の区割りの変更による高知市民の混乱を最小限に抑えるため、分かり

やすい形での分割が必要であり、市内の地勢を考慮し、平成17年１月の合併以

前の旧高知市の区域を概ね鏡川及び浦戸湾を境に行政区域単位で分割すること

を基本に、高知市の管理執行等の面を十分に考慮しながら、区割りを変更する

ことが適当と考えます。 

一方、高知市以外の区域については、土佐郡は、東部に位置する長岡郡とと

もに嶺北地域として一体であるため、土佐郡を県東部の選挙区の境とすること

が適当と考えます。 

以上の点を踏まえ、具体的には、次のとおりとすることが適当と考えており、

これによる各選挙区の人口は、県東部の選挙区は391,035 人、県西部の選挙区

は373,421 人となるものです。 
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１ 県東部の選挙区に属する区域 

高知市のうち次の（１）から（３）までの区域、室戸市、安芸市、南国市、

香南市、香美市、安芸郡、長岡郡及び土佐郡 

（１） 旧高知市の区域のうち鏡川左岸の区域（朝倉丙に属する区域を除く。）  

（２） 旧高知市の区域のうち鏡川右岸の区域（東城山町、城山町、東石立

町及び石立町の区域に限る。） 

（３） 旧鏡村及び旧土佐山村の区域 

 

２ 県西部の選挙区に属する区域 

高知市のうち県東部の選挙区に属しない区域、土佐市、須崎市、四万十市、

宿毛市、土佐清水市、吾川郡、高岡郡及び幡多郡 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１減（３→２） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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知
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一
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事

務
組

合
（
H
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0
.7
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現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

香
美
郡
植
林
組
合

南
国
市
、
香
南
市
、
香
美
市

香
南
香
美
衛
生
組
合

香
南
市
、
香
美
市

仁
淀
川
下
流
衛
生
事
務
組
合

土
佐
市
、
い
の
町
、
日
高
村

高
吾
北
広
域
町
村
事
務
組
合

佐
川
町
、
越
知
町
、
仁
淀
川
町

香
南
斎
場
組
合

香
南
市
、
香
美
市
、
南
国
市
、
芸
西
村

香
南
香
美
老
人
ホ
ー
ム
組
合

香
南
市
、
香
美
市

日
高
村
佐
川
町
学
校
組
合

日
高
村
、
佐
川
町

高
知
県
競
馬
組
合

高
知
県
、
高
知
市

香
南
清
掃
組
合

南
国
市
、
香
南
市
、
香
美
市

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

四
万
十
市
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
黒
潮
町
、
大
月
町
、
三
原
村

高
幡
消
防
組
合
消
防
本
部

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町
、
四
万
十
町

幡
多
中
央
環
境
施
設
組
合

四
万
十
市
、
黒
潮
町

津
野
山
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町

高
陵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町

安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

室
戸
市
、
安
芸
市
、
東
洋
町
、
奈
半
利
町
、
田
野
町
、
安
田
町
、
北
川
村
、
馬
路
村
、
芸
西
村

津
野
山
広
域
事
務
組
合

梼
原
町
、
津
野
町

高
幡
東
部
清
掃
組
合

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
津
野
町

芸
東
衛
生
組
合

室
戸
市
、
東
洋
町

仁
淀
消
防
組
合

い
の
町
、
日
高
村

幡
多
中
央
消
防
組
合

四
万
十
市
、
黒
潮
町

高
幡
西
部
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

中
土
佐
町
、
四
万
十
町

幡
多
西
部
消
防
組
合

宿
毛
市
、
大
月
町
、
三
原
村

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
一
部
事
務
組
合

宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
四
万
十
市
、
大
月
町
、
三
原
村
、
黒
潮
町
を
除
く
県
内
全
市
町
村

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合

本
山
町
、
大
豊
町
、
土
佐
町
、
大
川
村

高
幡
障
害
者
支
援
施
設
組
合

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町
、
四
万
十
町

安
芸
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

室
戸
市
、
安
芸
市
、
東
洋
町
、
奈
半
利
町
、
田
野
町
、
安
田
町
、
北
川
村
、
馬
路
村
、
芸
西
村

高
幡
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

須
崎
市
、
中
土
佐
町
、
梼
原
町
、
津
野
町
、
四
万
十
町

仁
淀
川
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

土
佐
市
、
い
の
町
、
日
高
村

高
知
県
・
高
知
市
病
院
企
業
団

高
知
県
、
高
知
市

15



組
合

の
名

称
構

成
団

体

高
知
中
央
西
部
焼
却
処
理
事
務
組
合

土
佐
市
、
い
の
町
、
日
高
村

高
知
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

高
知
市
、
須
崎
市
を
除
く
県
内
全
市
町
村
ほ
か

南
国
・
香
南
・
香
美
租
税
債
権
管
理
機
構

南
国
市
、
香
南
市
、
香
美
市

高
知
県
宿
毛
市
愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町
篠
山
小
中
学
校
組
合

宿
毛
市
、
愛
南
町
（
愛
媛
県
）

広
域

連
合

名
構

成
団

体

中
芸
広
域
連
合

奈
半
利
町
、
田
野
町
、
安
田
町
、
北
川
村
、
馬
路
村

こ
う
ち
人
づ
く
り
広
域
連
合

県
内
全
市
町
村

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

県
内
全
市
町
村

16




